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第 1958回例会  平成 27年 2月 23日（月曜日）第 24号  

 

本日の例会 ２月２３日（月） 第３例会 

◎ソング 「町に灯を」 

◎卓 話 

 

 

 

◎本日の献立 

先輩会員のイニシャルスピーチ 

担当：林 孝信会員 

：渡辺 斌会員 

：瀧田浩彦会員 

おまかせご膳 

次回の例会 ３月２日（月） 第１例会 

◎ソング 

◎卓話 

「町に灯を」 

『 献血の現状 』 

大阪府赤十字献血センター安原武志様 

担当：百済洋一会員 

前回の例会 ２月９日（月） 第２例会 

  

会 長 挨 拶         会長 細川 勝治 

２月３日は節分ですが、季節の移り変わる時、すなわ

ち立春、立夏、立秋、立冬であり、特に立春の前目の称

です。 

この日の夕暮、柊（ひいらぎ）の枝に鰯（いわし）の

頭を刺した物を戸口に立て、鬼打豆と称して、炒った大

豆を撤く習慣です。 

邪気を追い払う為に、節分には古くから豆撒きの行事

が、執り行なわれています。 

宇田天皇の時代に、鞍馬山の鬼が出て来て、都を荒さ

れない様に祈祷し、鬼の穴を封じて三石、三升の炒り豆

（大豆）で鬼の目を打ち潰し、災厄を逃れたと言う故事

伝説が始まりと言われています。 

 豆は「穀物には生命力と、魔除けの呪力が備わって

いる」と言う信仰、又は語呂合わせで「魔目（豆）」を鬼

の目に、投げ付けて退治する「魔滅」に通じ鬼に豆をぶ

つける事により、邪気を追い払い一年の、無病息災を願

うと言う意味合いがあるそうです。 

豆を撒き、撒かれた豆を自分の年齢（数え年）の数だ

け食べる又は、自分の年の数より一つ多く食べていると、

体が丈夫になり風邪をひかないという言い伝えがあるそ

うです。 

出 席 報 告              長堀 委員 

本日の会員数 ２６名 

本日の出席者数 ２３名 

本日の出席規定適用免除会員  ８名 

本日の出席率 ９５．８３％ 

１月１９日の修正出席率 ８４．００％ 

幹 事 報 告         幹事 岡本 慎一 

1.２月１４日(土)のニューオオタニでの「ロータリーフ

ェスティバル成功への集い」には、細川会長と私が行

って参ります。 

2.本日、ロータリー財団特別・米山普通・米山特別寄付

の申告用領収書をポストに配布しております。お振込

み頂きました時期により、今回、領収書がまだの方も

おられますがご了承ください。 

3.次週２月１６日は定款による特別休会でございます。

次回例会は、２月２３日の夜例会となっております。

18 時 30 分よりシェラトン都ホテルの２０階クリスタ

ルルームにて開催致します、ご確認をお願い致します。 

ニコニコ箱報告          岩橋 副ＳＡＡ 

細川会長 皆様、お元気ですか？ 

今日は大変寒い日です。 

百済会員 例会欠席のお詫び 

 
 （第 2660 地区） WEEKLY BULIETIN No.24  

 東大阪中央ロータリークラブ  

  創  立 昭和４７年２月２０日 
 

 会 長 

 会 長 エ レ ク ト 

 副 会 長 

 幹 事 

 会 報 委 員 長 

細 川 勝 治 

三 木 武 志 

小 川 高 弘 

岡 本 慎 一 

中 塚 賀 晴 

  例 会 日 毎週月曜日 １２：３０～ 

  例会場所 シェラトン都ホテル大阪 ３Ｆ 

  事 務 局 大阪市天王寺区石ヶ辻町２－８ 

〒543-0031 クレアツィオーネ上本町 ７０４号 

 TEL ： ０６－６７７２－２３２７ 

 FAX ： ０６－６７７２－２３２７ 

 E-mail ： hcrc@at.wakwak.com 

   

y  Light Up Rotary 
 ロ ー タ リ ー に 輝 き を 

  2014～2015 年度 国際ロータリー会長 ゲイリーC.K.ホァン 

 

 

 

 

 
       

           

           

 

  

 



2 

 

卓 話             小川 高弘会員  

『 羊年の出来事 』 

株式相場には、「辰巳（たつみ）天井、午（うま）尻下

がり、未（ひつじ）辛抱、申酉（さるとり）騒ぐ、戌（い

ぬ）笑い、亥（い）固まる、子（ね）は繁栄、丑（うし）

つまずき、寅（とら）千里を走り、卯（う）跳ねる」と

いう干支にちなんだ格言があり、未年は辛抱の年と言わ

れています。 

１９５５年（昭和３０年） 現在の年齢 ６０才 

政治経済の主な動き 

※神武景気 日本の高度経済成長のはじまりで 1954年

（昭和 29 年 12 月）から 1957 年（昭和 32 年）6 月まで

に発生した爆発的な好景気の通称のことである。1955年

（昭和 30 年）に数量景気とも呼ばれた。 

日本初代の天皇とされる神武天皇が即位した年（紀元前

660 年）以来、例を見ない好景気という意味で名づけら

れた。 

1950 年（昭和 25 年）～1953 年（昭和 28 年）における朝

鮮戦争中、朝鮮半島へと出兵したアメリカ軍への補給物

資の支援、破損した戦車や戦闘機の修理などを日本が

大々的に請け負ったこと（朝鮮特需）によって、日本経

済が大幅に拡大されたために発生した。 

※砂川事件 砂川闘争をめぐる一連の事件で特に、1957

年 7 月 8 日に特別調達庁東京調達局が強制測量をした際

に、基地拡張に反対するデモ隊の一部が、アメリカ軍基

地の立ち入り禁止の境界柵を壊し、基地内に数 m 立ち入

ったとして、デモ隊のうち 7 名が日本国とアメリカ合衆

国との間の相互協力及び安全保障条約第六条に基づく施

設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関

する協定の実施に伴う刑事特別法違反で起訴された事件

を指す。 

当時の住民や一般の人々ではおもに「砂川紛争」と呼ば

れている。全学連も参加し、その後の安保闘争、全共闘

運動のさきがけとなった学生運動の原点となった事件で

ある。 

 

※森永ヒ素ミルク事件 1955 年（昭和 30 年）6 月頃から

主に西日本を中心としてヒ素の混入した森永乳業製の粉

ミルクを飲用した乳幼児に多数の死者、中毒患者を出し

た食中毒の事件。 

食品添加物の安全性や粉ミルクの是非などの問題で、現

在でも引き合いに出される事例となっている。また、食

の安全性が問われた事件の第 1 号としてもしばしば言及

されている。 

消費と生活 

※三種の神器 戦後日本において、新時代の生活必需品

として宣伝された 3 種類の耐久消費財である。 

歴代天皇に伝わる三種の神器になぞらえた呼称は、新し

い生活・消費習慣を表すマスコミ主導のキャッチコピー

であり、豊かさや憧れの象徴でもある。そのため、「三

種の神器」と呼ばれ始めた時点における当該製品群の普

及率はそれほど高くない。 

この時代の三種の神器はＴＶ・冷蔵庫・洗濯機である。 

※アドバルーン 無人の係留気球や風船を使った宣伝方

法の一種。日本では主に屋外で水素やヘリウム入りの係

留気球で宣伝文の布を吊り上げる広告手法をさすことが

多い。 

「アドバルーン」は、広告を意味する ad と、気球を指

す balloon を組み合わせた造語で、その造語の元となっ

た advertising balloon（アドバタイジング バルーン）

はアメリカなどではアドバルーン広告にとどまらず広告

宣伝用途で利用される気球や風船全般をさす言葉として

用いられている。 

社会の動きその他 

※１円アルミ貨 それまで使用されてきた一円黄銅貨が

1953 年（昭和 28 年）を以て廃止されたため、一円の貨

幣は一円紙幣のみとなった。しかし、1955 年（昭和 30

年）に一円硬貨と五十円硬貨が発行されることとなり、

前年の 1954 年（昭和 29 年）に、この一円アルミニウム

貨と五十円ニッケル貨のデザインが第二次世界大戦後初

めて一般公募された。40 日間の公募期間で、一円硬貨だ

けで 2,581 点の応募があり、表の「若木」のデザインは

当時京都府在住の中村雅美のものが、裏の「1」のデザイ

ンは当時大阪府在住の高島登二雄のものがそれぞれ選ば

れて、1955 年（昭和 30 年）1 月 13 日に大蔵省より図案

が発表された。 

※バー付きアイス ホームランバーは日本ではじめての

アイスクリームバー。1955 年、協同乳業はデンマークよ

り、バータイプのアイスクリームの製造装置を日本で初

めて輸入し、アイスクリームバーの生産を開始。当時の
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販売価格は 1 本 10 円。形状は四角柱状で、銀紙で包装さ

れ、スティックは木製であった。その後長嶋茂雄を広告

に起用し、ホームランバーが誕生した。 

 

１９６７年（昭和４２年） 現在の年齢 ４８才 

政治経済の主な動き 

※羽田事件 1967 年 10 月 8 日と 11 月 12 日に、日本東

京都大田区で新左翼が起こした佐藤栄作内閣総理大臣外

国訪問阻止行動である。新左翼側は羽田闘争と呼び、特

に 10 月 8 日の第一次羽田闘争は 10.8（ジッパチ）と呼

ばれた。ベトナム戦争で日本が米国を支援・加担するこ

とに反対したものである。 ヘルメットに角材という運動

スタイル、党派ごとに運動に参加するというスタイルが

確立した事件である。 

※ＡＳＥＡＮ結成 １９６７年８月８日にインドネシ

ア・シンガポール・タイ・フィリピン・マレーシアの５

か国で結成され、１９８４年にブルネイ、１９９５年に

ベトナム、１９９７年にミャンマーとラオス、１９９９

年にカンボジアが加盟し、現在の１０か国となった。 

消費と生活 

※ツイッギーとミニスカート 1960年代はプレタポルテ

の台頭に加えて若者のファッションであるストリートフ

ァッションの影響力も強くなっており、その典型的アイ

テムが『ミニスカート』であった。1960 年代後半に世界

的に大流行するミニスカートはロンドンのストリート・

デザイナーマリー・クワントが若者向けに売り出したこ

とで流行するようになったと言われている。1965 年には

イギリスのアンドレ・クレージュがオートクチュールで

ミニスカートを発表し、同国出身のモデルツイッギーが

着用してブームを呼び起こし、これによりミニスカート

は世界中に広がった。ツイッギーは 1967 年 10 月に来日

し、日本にもツイッギー旋風を起こしてミニスカートを

流行させた。 

社会の動きその他 

※建国記念日制定 主な国の建国記念日 

日本 ２月１１日 建国記念日 紀元前６６０年神武天

皇が即位したとされる日 

アメリカ ７月４日 独立記念日 １７７６年大陸会議

でアメリカ独立宣言に署名がされた日 

 

イギリス ４月２３日 伝統的に聖ジョージの日が宗教

的なナショナルデーだが、法定祝日ではない。 

フランス ７月１４日 パリ祭 １７８９年バスチーユ

牢獄襲撃・政治犯解放でフランス革命が始まった日 

イタリア ６月２日 共和国記念日 １９４６年国民投

票により王制に代って共和制を政体とすることを決定 

※全自動改札機登場 1966年には、穴開け式の光学読み

取り式による自動改札機が開発され、近畿日本鉄道南大

阪線の大阪阿部野橋駅や東京急行電鉄東横線の元住吉駅

で試験が行われた。しかし、両社とも本格採用に至らな

かった。同方式の実用的な自動改札機が導入されたのは

1967 年のことで、京阪神急行電鉄（現・阪急電鉄）千里

線の北千里駅で立石電機（現・オムロン）が開発した定

期券専用自動改札機で本格的に採用された。しかし、全

駅に導入されたわけではなく、また定期券専用であった

ため導入駅でも普通乗車券用に磁気バーコード式やその

他の乗車券用に有人改札との併用であった。 

１９７９年（昭和５４年） 現在の年齢 ３６才 

政治経済の主な動き 

※東京サミット（Ｇ７第５回先進国首脳会議）6 月 28 日

から 29 日までの日程で東京で開催された日本で初めて

の先進国首脳会議。会場は東京都港区赤坂の迎賓館。 

• 大平正芳（議長・日本国内閣総理大臣） 

• ヴァレリー・ジスカール・デスタン（フラン

ス共和国大統領） 

• ジミー・カーター（アメリカ合衆国大統領） 

• マーガレット・サッチャー（イギリス首相） 

• ヘルムート・シュミット（西ドイツ首相） 

• ジュリオ・アンドレオッチ（イタリア首相） 

• ジョー・クラーク（カナダ首相） 

• ロイ・ジェンキンス（欧州委員会委員長） 

中心議題は、イランのイスラム革命を受けて、石油問題

ちなみにＧ６第１回先進国首脳会議は 1975年 11月 15日

から 17 日までフランスのイヴリーヌ県ランブイエで開

催された。通称ランブイエ・サミット。 

• ヴァレリー・ジスカール・デスタン（議長・
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フランス共和国大統領） 

• ジェラルド・フォード（アメリカ合衆国大統

領） 

• ハロルド・ウィルソン（イギリス首相） 

• ヘルムート・シュミット（西ドイツ首相） 

• 三木武夫（日本国内閣総理大臣） 

• アルド・モロ（イタリア首相） 

現在のＧ８先進国首脳会議は１９９８年から８か国の参

加となり 

• アメリカ 

• イギリス 

• フランス 

• ドイツ 

• 日本 

• イタリア 

• カナダ 

• ロシア 

• 欧州理事会議長 

• 欧州委員会委員長 

の参加国となっている。 

消費と生活 

※使い捨てカイロ アメリカ陸軍が使用していたフット

ウォーマーを元に、旭化成工業（現・旭化成）が鍼灸師

ルート等を通じて全国で「アッタカサン」を販売。それ

を原型にして、日本純水素（現・日本パイオニクス）が

1978 年に開発、ロッテ電子工業（現・ロッテ健康産業）

が「ホカロン」の商品名で使い捨てカイロを全国発売し、

これがヒット商品となって一般に普及した。カイロの外

袋を開封することで発熱が開始するタイプとし、かつ量

産化のための技術開発を行ったのは日本純水素である。

日本純水素は三菱ガス化学のグループ企業であり、以後

このタイプのカイロは急速にシェアを伸ばし、カイロ灰

専業の桐灰化学やマイコール、白元、大日本除虫菊、フ

マキラーなどの家庭日用品メーカーが追随した。このタ

イプはハクキンカイロに代わって現在主流の方式となっ

ている。シール付きの使い捨てカイロ、いわば貼るタイ

プのカイロが発売されたのは 1988 年であり、マイコール

が業界に先駆けて販売し、成功を収めた。現在ではミニ

サイズ、靴下用、肩用、座布団サイズ、等々色々なバリ

エーションが発売されており、冬場商品の定番となって

いる。 

社会の動きその他 

※口裂け女 1979 年の春から夏にかけて日本で流布さ

れ、社会問題にまで発展した都市伝説。2004 年には韓国

でも流行した]。マスクをした若い女性が、学校帰りの子

供に「わたし、きれい？」と訊ねてくる。「きれい」と

答えると、「……これでも……？」と言いながらマスク

を外す。するとその口は耳元まで大きく裂けていた、と

いうもので、「きれいじゃない」と答えるとカマやハサミ

で斬り殺されると言われていた。 

この都市伝説は全国の小・中学生に非常な恐怖を与え、

パトカーの出動騒ぎ（福島県郡山市・神奈川県平塚市）

や、北海道釧路市・埼玉県新座市では集団下校が行われ

るなど、市民社会を巻き込んだパニック状態にまで発展

した。 

マスコミに初めて登場したのは 1979 年 1 月 26 日の岐阜

日日新聞とされている。次いで『週刊朝日』1979 年 6月

29 日号に記事が掲載され、1978 年 12 月初めに岐阜県加

茂郡八百津町（やおつちょう）で、農家の老婆が母屋か

ら離れたトイレに立った際、口裂け女を見て腰を抜かし

たという噂が紹介された。 

1979 年 6 月 21 日、姫路市の 25 歳の女がいたずらで口裂

け女の格好をし、包丁を持ってうろつき、銃刀法違反容

疑で逮捕された事例もある。1979 年 8 月、それまで全国

を席巻していたこの噂は急速に沈静化した。これは夏休

みに入り、子供達の情報交換＝口コミが途絶えたため、

とされる。 

１９９１年（平成３年） 現在の年齢 ２４才 

政治経済の主な動き 

※雲仙普賢岳で大火砕流 6 月 3 日 15 時 30 分以降、小・

中規模の火砕流が頻発し、午後 3 時 57 分には最初の大規

模な火砕流が発生した。 

結果、報道関係者 16 名（アルバイト学生含む）、火山学

者ら 4 名（クラフト夫妻と案内役、アメリカ地質調査所

のハリー・グリッケン（英語版））、警戒に当たっていた

消防団員 12 名、報道関係者に傭車され独断で避難できな

かったタクシー運転手 4 名、退避を呼び掛けに来た警察

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98_(%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E7%B5%B1%E9%A0%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%AD%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%AB%E3%82%BD%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%81%AE%E9%A6%96%E7%9B%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AB%E3%83%A0%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%88
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A3%E9%82%A6%E9%A6%96%E7%9B%B8_(%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%9C%A8%E6%AD%A6%E5%A4%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E9%96%A3%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%A4%A7%E8%87%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%81%AE%E9%A6%96%E7%9B%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E7%90%86%E4%BA%8B%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E5%A7%94%E5%93%A1%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/1978%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A1%90%E7%81%B0%E5%8C%96%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E5%85%83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%97%A5%E6%9C%AC%E9%99%A4%E8%99%AB%E8%8F%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%9E%E3%82%AD%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%9E%E3%82%AD%E3%83%A9%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/1988%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/1979%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%95%8F%E9%A1%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82%E4%BC%9D%E8%AA%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/2004%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9F%93%E6%B0%91%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%B3%B6%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1%E5%B1%B1%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%A1%9A%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%A7%E8%B7%AF%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9F%BC%E7%8E%89%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%BA%A7%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E5%9B%A3%E7%99%BB%E4%B8%8B%E6%A0%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/1979%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1%E6%9C%8826%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%90%E9%98%9C%E6%97%A5%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%90%E9%98%9C%E6%97%A5%E6%97%A5%E6%96%B0%E8%81%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%B1%E5%88%8A%E6%9C%9D%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%8829%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%8829%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/1978%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%90%E9%98%9C%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E8%8C%82%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E8%8C%82%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AB%E7%99%BE%E6%B4%A5%E7%94%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/1979%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/6%E6%9C%8821%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%AB%E8%B7%AF%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%B9%E3%83%A1%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%95%E3%83%88%E5%A4%AB%E5%A6%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%9C%B0%E8%B3%AA%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%89%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%9C%B0%E8%B3%AA%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%89%80
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%8F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%B1%E3%83%B3&action=edit&redlink=1
http://en.wikipedia.org/wiki/Harry_Glicken
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B6%88%E9%98%B2%E5%9B%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_United_States.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_United_Kingdom.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Germany.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Japan.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Italy.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_United_States.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_United_Kingdom.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_France.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Germany.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Japan.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Italy.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Canada.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Russia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Europe.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Europe.svg
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官 2 名、選挙ポスター掲示板撤去作業中の職員 2 名、農

作業中の住民 4 名の合わせて 43 名の死者・行方不明者と

9 名の負傷者を出す惨事となり、消防団員のほとんどが

地元農家の跡取り息子だったことは、その後の農業復興

に甚大な被害をもたらした。 

去年発生した御嶽山の火山災害まで戦後最大の災害でし

た。尚、御嶽山の被害者は戦後最悪の 57 人となった 

消費と生活 

※紺ブレ大流行 バブル期の最後に流行ったのがこれ、

「紺のブレザー」＝「紺ブレ」である。ひと昔前から「ア

イビールック」としてあったものだが、「コンサバ」系

ファッションの代表としてまた復活。「コンサバ

（conservative）」はいうまでもなく「保守的」の意。

経済が成熟し豊かになれば、人間が保守的になる象徴で

した。 

当時紺ブレはすべてのアパレルが生産をした為、紺ブレ

用の金属ボタンが爆発的に売れ、製造が追いつかなくな

り金属ボタンの取り合いとなり大変な時代でした。 

その後バブルが崩壊し金属ボタンはボタンメーカーで過

剰在庫となりました。 

１９９１年（平成３年） 現在の年齢 ２４才 

政治経済の主な動き 

※台湾新幹線・日本企業が受注 台北駅から高雄市・左

営駅までの 345km を最高速度 300km/h、ノンストップ便

では所要時間約 1 時間 30 分で結ぶ高速鉄道である。同区

間は、最速の在来線特急自強号で所要時間 3 時間 59 分を

要していた（2007 年 1 月開業当時）。総事業費は 4,806

億台湾ドル（約 1 兆 8 千億円）。日本として新幹線の車両

技術を輸出・現地導入した初めての事例である。 

車輌など日本の新幹線技術（JR 東海・JR 西日本共同）を

投入したため、日本のみならず台湾においても「台湾新

幹線」と呼ばれることもある。日本の新幹線とシステム

は一部異なるが、一般利用者には車両が 700 系の改良型

の 700T 型である点を中心として、日本の新幹線とほとん

ど同じに見える。 

2011年に中国で発生した温州市鉄道衝突脱線事故に際し

ては、「日本と同じシステムを採用したので、あのような

事故はありえない」と発表されており、新幹線の技術を

採用したことの意義を強調した。 

なお営業形態の違いとして、BOT 方式 

(Build-Operate-Transfer) を採用していることが挙げ

られる。すなわち民間事業者が自ら資金を調達して施設

を建設 (Build) し、一定期間管理・運営 (Operate) を

行い資金を回収した後、将来的には公共に施設を移管 

(Transfer) する計画である。日本と同様に国家的事業な

がら資金調達の方法や運営の流れが異なる。 

JR 東海、JR 西日本共同開発の 700 系の改良型。1 編成 12

両。定員 989 人。全長約 304m。 

製造 川崎重工業、日立製作所、日本車輌製造 

社会の動きとその他 

※六本木ヒルズオープン 高層オフィスビル 「六本木ヒ

ルズ森タワー」（５４階建て）を中心に、集合住宅 「六

本木ヒルズレジデンス」、ホテル 「グランドハイアット

東京」、テレビ朝日本社社屋、映画館「TOHO シネマズ」

などの文化施設、その他の商業施設などで構成されてお

り、2003 年（平成 15 年）4 月に開業した。事業主は森ビ

ルで、港区六本木 6 丁目地区の再開発として、完成まで

には約 17 年の歳月を要している。 

六本木ヒルズレジデンスは ABCDの 4棟からなり Aは低層

で地権者のみ B は地権者と賃貸です。部屋の中は特にこ

だわりがなく普通のマンション。C はデザイナーの賃貸

物件で B と比べエントランスから格が違います。家賃も

B の賃貸の 1.5 倍はします。D は家具付きのサービスアパ

ートです。元々のヒルズの地権者の土地の広さに対し AB

棟の数戸と交換でした。土地の買収などではなく。そし

てその地権者が売った部屋が分譲としてあります。 

購入するとすれば 1LDK で 2 億近くします。賃貸なら 1R

の B 棟で 19 万です。駐車場が月 5 万円、機械式に入らな

い場合は平置きで１０万５千円します。 

六本木ヒルズレジデンスは、どちらかというと C 棟の入

居者メインに作られています。上層階になればメゾネッ

トタイプの部屋があります。 

B の最上階はイベントルームでしょっちゅう誰かしらが

パーティーをやってます。1 時間 10 万と言う馬鹿高い値

段で貸し切りできます。C の最上階はペントハウスです。 

賃貸の場合、冷蔵庫、食洗機、洗濯機などはすべてつい

ています。 

C 棟の 3 から 5 階はプールとジムです。月 10500 円で利

用できます。 

家賃はＡ・Ｂ・Ｄ棟のワンルーム・３０㎡で２８万円が

最低額で、最高額はＣ棟の 42F と 43F（入り口は 42Ｆ）

のメゾネットタイプの部屋が 3 つあり、そのうちの一つ

が 364 ㎡で、５５０万円です。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E5%8C%97%E9%A7%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E9%9B%84%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%B7%A6%E5%96%B6%E9%A7%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%B7%A6%E5%96%B6%E9%A7%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%B9%E5%88%A5%E6%80%A5%E8%A1%8C%E5%88%97%E8%BB%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%BC%B7%E5%8F%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/2007%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E5%8F%B0%E6%B9%BE%E3%83%89%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%B7%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E6%B5%B7%E6%97%85%E5%AE%A2%E9%89%84%E9%81%93
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